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Fig.2. Seasonal prevalence of patients with infectious gastroenteritis, and weekly isolation
of viruses from patients with the disease.
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Fig.3. Seasonal prevalence of patients with herpangina, and weekly
isolation of viruses from patients with the desease.



- 77 -

Fig.4. Seasonal prevalence of patients with aseptic meningitis, and weekly isolation
of viruses from patients with the disease.
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Fig.5. Seasonal prevalence of patients with summer flu, and weekly isolation
of viruses from patients with the disease.
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表４ 検出方法別病原ウイルス検出状況（インフルエンザ定点，小児科定点，基幹定点分）
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Ⅳ まとめ

１．被検患者315人中126人(40.0％)から病原体を検出した。

ウイルスでは被検患者315人中60人から，エコー，コクサ

ッキーＡ群，コクサッキーＢ群，アデノ，単純ヘルペス，

ロタ，ムンプス， ，インフルエンザ等の16種61株を検RS

出し，検出率は19.0％であった。細菌では被検患者258人

中78人から，Ａ群，Ｂ群，Ｃ群及びＧ群溶血性連鎖球菌，

インフルエンザ菌，黄色ブドウ球菌，肺炎球菌，サルモネ

ラ，病原性大腸菌，肺炎マイコプラズマの10種93株を検出

し，検出率は30.2％であった。

２．疾病別病原体検出率は，疾病の種類により違いがみら

れた。ヘルパンギーナは例数は少ないが100％の高率であ

り，扁桃炎が60％台，急性上気道炎（かぜ症候群），異型

肺炎，発しん症が50％台，インフルエンザ，気管支炎・肺

炎が40％台，感染性胃腸炎，咽頭結膜熱が30％台であった。

３．ウイルスでは，１月～３月の流行期にインフルエンザ

等からインフルエンザウイルスＡ香港型を検出した。また，

夏季～秋季にコクサッキーＡ群，コクサッキーＢ群，エコ

ーを主としたエンテロウイルスを，ヘルパンギーナ，急性

上気道炎（かぜ症候群），感染性髄膜炎等の患者から検出

した。特に，５月，６月にはコクサッキーＡ４型，７月，

８月にはコクサッキーＢ５型の検出が目立った。アデノも

11月に多く検出し，型別では２型の検出が目立った。

４．年齢階級別のウイルス検出率は１～４歳で40％台，０

歳，４～９歳及び10～14歳で30％台，15歳以上で10％台で

あった。検出ウイルスの種類は０歳で５種８株，１～４歳

で14種36株，５～９歳で６種11株，10～14歳で４種５株，

15歳以上では１種１株で，比較的低年齢層から多様なウイ

ルスを検出した。
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